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葛根湯が
コロナに有効?！
葛根湯が
コロナに有効?！
東北大医学部が発表

再
エ
ネ
型
新
電
力
、岡
崎
、豊
橋
で

　11月28日、東北大学医学部は高山真特命
教授の研究成果として、新型コロナに対する
内服薬として葛根湯を主とした漢方薬が発熱
緩和や重症化抑制に極めて有効であると発
表し、話題を呼んでいる。葛根湯は、クズを主
成分とする漢方薬で、感冒、鼻かぜ、熱性疾
患、扁桃腺炎、結膜炎などに古くから使われ
てきており、100年前の「スペイン風邪」も際も
葛根湯が効果を発揮したという史実もあると
いう。新型コロナウィルスに対する内服薬が新
たに認可されたが、高価で入手が困難なのに

対し、安価ですぐ手に入る
葛根湯が見直されそうだ。
コロナも、やっぱり「風邪の
一種」ということ？

　

戦
後
、県
民
が
直
接
知
事
を
選
ぶ「
公
選
制
」と
な
っ
て
20
回
目
の
知
事

選
挙
が
、1
月
19
日
に
告
示
さ
れ
る
。愛
知
県
知
事
選
挙
75
年
の
歴
史
を

振
り
返
っ
て
み
た
。

　

こ
の
間
、知
事
を
務
め
た
の
は
青
柳
秀
夫（
昭
和
22
年
4
月
〜
26
年

5
月
）、桑
原
幹
根（
26
年
5
月
〜
50
年
2
月
連
続
6
期
）、仲
谷
義
明（
50

年
2
月
〜
58
年
2
月
連
続
2
期
）、鈴
木
礼
治（
58
年
2
月
〜
平
成
11

年
2
月
連
続
4
期
）、神
田
真
秋（
11
年
2
月
〜
23
年
2
月
連
続
3
期
）、

大
村
秀
章（
23
年
2
月
〜
現
在
3
期
目
）の
6
人
だ
。青
柳
と
桑
原
は
戦
前

の
官
選
知
事
で
、仲
谷
と
鈴
木
は
県
職
員
出
身
と
、官
僚
出
身
者
が
続
い

た
。全
国
知
事
会
会
長
も
務
め
た
大
物
・
桑
原
幹
根
が
選
挙
も
盤
石
か
と

思
い
き
や
、結
構
激
戦
の
記
録
が
残
る
。公
職
追
放
が
解
か
れ
た
桑
原
の
最

初
の
知
事
選
挙（
昭
和
26
年
）は
、県
会
議
長
も
務
め
た
一
宮
の
吉
田
万
治

（
社
会
党
推
薦
）と
の
決
選
投
票
と
な
り
、1
6
3
0
票
差
で
辛
勝
し
た
。

こ
れ
に
懲
り
た
桑
原
は
昭
和
29
年
末
、任
期
を
4
か
月
残
し
て
突
然
辞
任
、

社
会
党
推
薦
候
補
の
準
備
が
整
わ
ぬ
う
ち
の「
抜
き
打
ち
選
挙
」で
2
期

目
の
当
選
を
果
た
す
。以
来
、愛
知
県
知
事
選
挙
が
厳
寒
の
2
月
に
。そ
の

後
、首
長
が
辞
任
し
て
再
出
馬
・
当
選
し
た
場
合
、残
任
期
し
か
務
め
ら
れ

な
い
よ
う
公
選
法
が
改
正
さ
れ
た
。

　

以
後
の
代
表
的
な
激
戦
は
、昭
和
46
年
の
6
期
目
・
桑
原
対
名
大
教
授
・

新
村
猛
の
保
革
一
騎
打
ち
、平
成
19
年
の
3
期
目
神
田
に
民
主
党
推
薦
で
挑

ん
だ
犬
山
市
長
・石
田
芳
弘
で
、い
ず
れ
も
数
万
票

差
。平
成
23
年
の
知
事
選
挙
で
は
、自
民
推
薦
の

重
徳
、民
主
な
ど
推
薦
の
御
園
を
退
け
て
、河
村

名
古
屋
市
長
と
組
ん
だ
大
村
秀
章
知
事
が
誕
生

す
る
と
い
う
異
例
の
選
挙
と
な
っ
た
。以
来
12
年
、

県
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
激
変
し
、県
民
の
選
択

の
時
が
来
る
。

　愛知県議会12月定例会は12月1日から20日
まで開かれ、一般会計545億余円、特別会計
3400億余円、企業会計1億4600万余円の補
正予算案、および条例の1部改正など42議案
を審議し可決成立させました。今回の一般会
計補正予算は、①新型コロナウィルス感染症
対策（配食サービス支援、PCR検査支援、年
末年始の医療機関支援、県立学校の学習保
障支援など）②燃油価格高騰対策③県職員
等の給与改定④来年4月（3月31日告示、4月8
日投票）の県議会議員選挙執行経費の一部、
などが主な内容です。
　予算以外の議案では、150年前の明治5年
に当時の愛知県（名古屋県が改称）と額田県

（三河10県）が合併した11月27日を「あいち県
民の日」と定める条例、個人条例の保護に
関する条例などが可決、制定されました。
また、愛知県私学協会、愛知県私立幼稚園連
盟、愛知私学助成を進める会から提出された
私学振興予算充実の3つの請願を採択、
「教員定数の改善と義務教育国庫負担制度
の充実について」「医師確保対策の充実につ
いて」など5件の意見書を国に送付しました。
令和3年度の一般会計・特別会計決算特別
委員会（中野治美委員長）、公営企業会計決
算特別委員会（高木ひろし委員長）からそれ
ぞれ審査結果が報告され認定されました。

150周年で「あいち県民の日」

ひろがる「歩車分離」ひろがる「歩車分離」ひろがる「歩車分離」
瑞穂区でも９か所信号に
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事
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る

知
事
選
20
回
目
、知
事
６
人
を
振
り
返
る

思い出に残る議会質問
新政あいち県議団

公開中チャンネル
『歩車分離信号で命を守る』

　

減
り
続
け
て
い
た
交
通
死
亡

事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
愛
知
県
警
は
、「
歩
車
分
離

信
号
」の
普
及
を
一
層
進
め
る
と

と
も
に
、生
活
道
路
の
車
両
速

度
制
限
を
30
キ
ロ
と
し
物
理
的

デ
バ
イ
ス
を
併
用
す
る
エ
リ
ア

（
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
）を
初
導
入

す
る
こ
と
を
11
月
県
議
会
で
明

ら
か
に
し
た（
２
面
代
表
質
問
）

　

愛
知
県
内
の
歩
車
分
離
信
号

は
7
0
6
か
所
と
な
り
、よ
う

や
く
全
国
平
均
を
上
回
る
レ
ベ

ル
に
到
達
し
た
。最
近
の
特
徴

は
複
数
車
線
の
幹
線
道
路
で
、

右
折
車
両
を
矢
印
信
号
で
制
御

し
歩
行
者
と
交
差
さ
せ
な
い

「
右
折
分
離
型
」が
急
増
し
て
い

る
こ
と
。幹
線
道
路
の
道
路
幅

が
広
い
名
古
屋
市
内
な
ら
で
は

の
傾
向
と
い
え
る
。

　

瑞
穂
区
内
で
は
、①
陽
明
小

北
②
瑞
穂
公
園
で
10
年
前
か
ら

完
全
歩
車
分
離
と
な
っ
た
が
、③

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
④
呼
続

橋
北
が
追
加
さ
れ
、今
年
度
か
ら

堀
田
通
の
⑤
雁
道
⑥
堀
田
通
５

⑦
堀
田
通
６
⑧
牛
巻
⑨
堀
田
通

７
が
す
べ
て
右
折
分
離
型
で
、通

勤
、通
学
の
歩
行
者
の
安
全
な
横

断
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

愛
知
県
で
初
導
入
さ
れ
る

「
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
」は
、中
村
区

と
瑞
穂
区
で
、瑞
穂
区
で
は
従

来
の
汐
路
学
区
を
中
心
と
し
た

30
キ
ロ
規
制
３
区
域
に
加
え
、

陽明小北
瑞穂公園
生涯学習センター前
呼続橋北

雁道
堀田通５
堀田通６
牛巻
堀田通7

❶
❷
❸
❹

❺
❻
❼
❽
❾

洲
雲
町
、駒
場
町
、中
山
町
な
ど

の
環
状
線
と
通
称
「
郡
道
」に

囲
ま
れ
た
生
活
道
路
エ
リ
ア
。

幹
線
道
路
か
ら
の
抜
け
道
と
な

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
交
通
規
制

を
改
め
、車
両
の
ス
ピ
ー
ド
が
出

し
に
く
い
狭
窄
や
ポ
ス
ト
コ
ー

ン
な
ど
を
設
置
す
る
。地
域
の

要
望
を
受
け
、警
察
と
道
路
管

理
者
の
名
古
屋
市
が
協
議
し

て
き
た
。

　

電
力
自
由
化
で
登
場
し
た
新
電

力
会
社
が
、電
力
市
場
の
高
騰
の

中
で
撤
退
が
相
次
い
で
い
る
中
で
、

自
治
体
が
関
与
し
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産

地
消
を
め
ざ
す
地
域
新
電
力
が
存

在
感
を
増
す
。11
月
県
議
会
の
環

境
委
員
会
で
高
木
議
員
は
、こ
う

し
た
動
き
を
県
と
し
て
も
支
援
す

る
よ
う
要
望
し
た
。

　

岡
崎
市
な
ど
が
出
資
す
る（
株
）

岡
崎
さ
く
ら
電
力
は
、廃
棄
物
の

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
が
電
源
。

豊
橋
市
や
J
F
E
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
な
ど
が
出
資
す
る
穂
の
国
豊
橋

電
力（
株
）も
、下
水
汚
泥
や
生
ご

み
等
の
メ
タ
ン
ガ
ス
で
発
電
し
、市

役
所
や
学
校
な
ど
公
共
施
設
へ

電
気
を
供
給
す
る
。11
月
25
日
に

は
、東
邦
ガ
ス
が
加
わ
っ
て
刈
谷

知
立
み
ら
い
電
力（
株
）が
設
立
さ

れ
、「
刈
谷
知
立
環
境
組
合
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
」で
つ
く
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、刈
谷
市
、知
立
両

市
の
公
共
施
設
へ
の
電
力
供
給
を

め
ざ
す
。

瑞穂区の歩車分離信号
完
全
歩
車
分
離

右
折
分
離
型

石川橋市大病院前

ゾーン３０プラス
（新設） ゾーン３０

ゾーン３０

ゾーン３０ゾーン３０

市
大
薬
学
部
前

山下通

雲雀ケ岡

弥富通 3
弥富通 1

瑞穂通7

野球場

瑞
穂
陸
上

　 

競
技
場

ラグビー場

新瑞橋

堀田駅前

よ
び
つ
ぎ

ほりた
名鉄名古屋本線

東
海
道
本
線

堀田 妙音通２

瑞穂運動場西

瑞穂区役所前

瑞穂通４北

陽明小北

呼続橋北

堀田通７

牛巻

雁道

堀田通６

堀田通５

生涯学習センター前 瑞穂公園

陽明学区

弥富学区

中根学区

豊岡学区

瑞穂学区

井戸田学区

穂波学区

堀田学区

高田学区

御剱学区

汐路学区
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定
時
制
・
通
信
制
高
校
に
つ
い
て

定
時
制
・
通
信
制
高
校
に
つ
い
て

看
護
師
確
保
対
策
に

つ
い
て

看
護
師
確
保
対
策
に

つ
い
て

時
代
に
合
わ
せ
た

制
度
の
在
り
方
を
提
案

時
代
に
合
わ
せ
た

制
度
の
在
り
方
を
提
案

介
護
業
界
の

キ
ャ
リ
ア
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

介
護
業
界
の

キ
ャ
リ
ア
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

谷
口
知
美
議
員

（
昭
和
区
、４
期
）は
、

将
来
予
測
な
困
難
な

現
代
に
お
い
て
、自

ら
考
え
、行
動
で
き

る
人
が
育
つ
環
境
づ

く
り
を
求
め
て
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
中

高
一
貫
校
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
5
年
10
月
、昭
和
区
に
オ
ー
プ
ン

す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点

「
S
T
A
T
I
O
N 

A
i
」に
多
様
な
人

材
が
集
い
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起

こ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、人
材
育
成
の

取
り
組
み
を
求
め
た
。県
か
ら
は
、小
中
高

生
を
対
象
に
し
た
起
業
家
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
始
め
、小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
各

年
齢
層
に
合
わ
せ
た
成
長
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
、こ
の
地
域
で
起
業
を
め
ざ
し
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
未
来
人
材
を
発
掘
・

育
成
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

第
一
次
導
入
校
の
開
校
ま
で
あ
と
約
2

年
に
迫
っ
て
い
る
中
高
一
貫
校
に
つ
い
て

は
、目
標
で
あ
る
チ
ェ
ン
ジ
・
メ
ー
カ
ー
と

な
る
生
徒
を
育
て
る
た
め
の
、魅
力
あ
る
教

育
課
程
の
編
成
、市
町
村
と
の
連
携
、教
員

配
置
等
々
、開
校
ま
で
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。着
実
な
準
備
や
全
て

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
好
影
響
と
な
る
よ
う

基
本
計
画
策
定
を
県
教
委
に
求
め
た
。

　

水
谷
満
信
議
員

（
天
白
区
、４
期
）は
、

通
信
制
の
サ
テ
ラ
イ

ト
校
と
小
規
模
の
昼

間
定
時
制
を
県
内
４

校
の
全
日
制
高
校
の

学
校
内
に
設
置
す
る
ね
ら
い
は
何
か
の
問

い
に
。

　

地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、通
信

制
、昼
間
定
時
制
、全
日
制
の
間
の
行
き
来

を
自
由
に
し
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。こ
の
よ
う
な

仕
組
み
を
愛
知
県
と
し
て
初
め
て
導
入
す

る
こ
と
で
、不
登
校
を
経
験
し
た
生
徒
な

ど
が
学
び
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
な
が
ら
自

分
の
ペ
ー
ス
で
学
び
を
継
続
し
、高
校
卒

業
を
目
指
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

生
徒
が
将
来
、社
会
を
力
強
く
生
き
て

い
く
た
め
に
必
要
な
力
を
育
成
し
て
い
く

必
要
が
る
が
、ア
ッ
プ
デ
ー
ト
プ
ラ
ン
の

中
で
ど
う
取
組
む
か
の
問
い
に
。

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
専
門
的
人

材
の
常
駐
化
を
図
り
、生
徒
や
保
護
者
の
不

安
を
取
り
除
く
と
と
も
に
、イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
等
の
職
業
体
験
を
通
じ
て
社
会
性
を

高
め
、自
信
を
持
っ
て
社
会
に
出
て
い
け
る

よ
う
、特
性
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
高
校
卒

業
後
に
社
会
で
力
強
く
生
き
て
い
く
た
め

の
力
を
育
成
し
ま
す
。と
の
答
弁
。

　

鈴
木
ま
さ
と
議
員（
岡
崎
市
及
び

額
田
郡
、３
期
）は
、一
般
病
院
や
診

療
所
に
加
え
て
、訪
問
看
護
や
老
人

福
祉
施
設
な
ど
、看
護
師
需
要
は

年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。看
護
師
は

他
の
一
般
労
働
者
と
比
較
し
て
も
離

職
率
が
高
く
、必
要
な
数
の
看
護
師
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
思
い
ま
す
。更
に
育
児
や
出
産
を
理
由
と
し
た

退
職
を
減
ら
す
こ
と
も
難
し
い
で
す
が
、看
護
師
の
総
数

を
増
や
す
こ
と
で
勤
務
時
間
や
一
人
一
人
の
負
担
を
減
ら

せ
る
と
も
思
い
ま
す
。予
想
さ
れ
る
看
護
師
不
足
に
対
し

て
、ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か

1
． 

看
護
師
養
成
所
の
充
実
・
強
化
の
た
め
、養
成
所
の
運

営
費
に
対
し
て
助
成
し
、医
療
技
術
の
高
い
看
護
師
育
成

2
． 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
対
象
に
、新
た
に
勤
務

す
る
職
員
の
研
修
や
訪
問
先
へ
の
先
輩
職
員
の
同
行
訪

問
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
る
資
質
の
向
上

３
． 

病
院
内
保
育
所
の
運
営
に
対
す
る
助
成
や
、就
業
し

て
い
な
い
看
護
師
の
カ
ム
バ
ッ
ク
研
修
、愛
知
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
就
業
相
談
や
無
料
職
業
紹
介
、

勤
務
環
境
の
改
善
や
再
就
業
の
支
援

　

な
ど
を
通
じ
て
看
護
師
確
保
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
と

の
答
弁
で
し
た
。

　

河
合
洋
介
議
員（
知
多
郡
第
一
、３

期
）は
、女
性
の
活
躍
に
つ
い
て
、特

定
不
妊
治
療
に
つ
い
て
、保
育
人
材

確
保
に
つ
い
て
、老
人
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
当
局
に
質
問
し
ま

し
た
。県
民
文
化
局
長
は
女
性
の
活

躍
に
向
け
た
成
果
を
報
告
し
、あ
い
ち
女
性
の
輝
き
カ
ン

パ
ニ
ー
の
認
証
に
関
し
て
は
、2
0
2
5
年
の
目
標
企
業

数
1
，2
0
0
件
を
本
年
中
に
早
期
達
成
と
の
こ
と
で
し

た
。本
年
4
月
か
ら
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
化
に
伴
い
、制

度
の
狭
間
で
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
、昨
年
度
ま
で
の

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を
本
年
度
も
継
続
、周
知
の

徹
底
を
保
健
医
療
局
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。福
祉
局
長
か

ら
は
、保
育
人
材
の
確
保
に
向
け
て
、就
学
資
金
の
新
規
貸

付
枠
の
拡
大
、潜
在
保
育
士
の
再
就
職
支
援
、離
職
防
止
の

た
め
の
各
施
策
な
ど
、よ
り
力
を
入
れ
て
い
く
旨
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。老
人
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、ピ

ー
ク
時
の
老
人
ク
ラ
ブ
数
、老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
と
比

べ
て
激
減
し
て
い
る
現
状
を
指
摘
し
、時
代
に
合
わ
せ
た

補
助
金
の
運
用
を
積
極
的
に
提
言
し
ま
し
た
。県
当
局
は
、

他
県
の
状
況
や
時
代
に
合
わ
せ
、補
助
金
の
運
用
に
つ
い

て
検
討
を
し
て
い
く
旨
、答
え
ま
し
た
。

　

安
井
伸
治
議
員（
港
区
、２
期
）は
、

介
護
業
界
で
、資
格
所
得
を
目
指
す

介
護
職
員
に
対
し
、介
護
事
業
者
が

受
験
に
必
要
な
実
務
経
験
証
明
書
の

交
付
を
拒
否
す
る
事
例
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。介
護
業
界
の「
キ
ャ
リ

ア（
経
験
）ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
嫌
が
ら
せ
）」と
呼
ん
で
問
題

視
。県
に
、今
後
の
取
り
組
み
を
た
だ
し
た
。

　

高
齢
者
介
護
事
業
者
と
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に

勤
め
る
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、結
果
を
示

し
た
。介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）の
資
格

所
得
を
目
指
す
女
性
ら
二
人
の
事
例
を
説
明
し
た
。

　

介
護
業
界
で
は
、資
格
所
得
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
す
る

と
、仕
事
内
容
が
大
き
く
変
わ
る
特
徴
が
あ
る
と
い
う
。資

格
所
得
前
の
仕
事
内
容
を
担
う
人
材
が
い
な
い
こ
と
な
ど

を
理
由
に
、証
明
書
の
交
付
を
拒
む
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
み

ら
れ
、「
介
護
現
場
の
慢
性
的
な
人
手
不
足
が
背
景
に
あ

る
」と
指
摘
し
た
。

　

橋
本
礼
子
福
祉
局
長
は「
証
明
書
の
適
切
な
交
付
に
関

す
る
法
令
な
ど
規
定
や
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
取
り

組
む
必
要
性
な
ど
を
介
護
事
業
者
に
し
っ
か
り
と
周
知
す

る
」と
答
弁
し
た
。

未
来
を
拓
く
「
人
」
が
育
つ
愛
知
に

未
来
を
拓
く
「
人
」
が
育
つ
愛
知
に 新

政
あ
い
ち
県
議
団  

一
般
質
問
か
ら

新
政
あ
い
ち
県
議
団  

一
般
質
問
か
ら

　
　

   　
　
　

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
で
は
、

ゾ
ー
ン
30
に
、車
両
の
速
度
を
低
下
さ
せ

る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
物
理
的
デ
バ
イ

ス
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
と
な

る
た
め
、よ
り
高
い
交
通
事
故
抑
止
効
果

が
期
待
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
整
備
に
際
し
ま
し

て
は
、今
月
中
に
名
古
屋
市
中
村
区
に
お

い
て
県
内
初
と
な
る
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
を

整
備
す
る
予
定
と
な
っ
た
。ま
た
、今
年
度

中
に
は
、名
古
屋
市
瑞
穂
区
に
お
い
て
も

更
に
１
か
所
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、道
路
管
理
者
と
緊
密
に
連

携
の
上
、地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
、ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
整
備
を

推
進
し
て
い
く
。

交
通
事
故
防
止
対
策
を
推
進
す
る

た
め
、ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
を
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ
る
の
か
。

主
な
質
問
❶

黒 田　太 郎
政策調査会長
（千種区、2期）

　
　
　

P
R
E
|
S
T
A
T
I
O
N 

A
i

で
は
、起
業
に
至
る
ア
イ
デ
ア
の
具
体
化

や
、資
金
調
達
の
手
法
な
ど
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
起
業
支

援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、P
R
E
|

S
T
A
T
I
O
N 

A
i
で
は
、メ
ン
バ
ー

の
集
積
や
、資
金
調
達
環
境
が
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。本
県
で
は
、こ
れ
ら
の
成
果

を
踏
ま
え
な
が
ら
、こ
の
地
域
に
更
な
る

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
集
結
さ
せ
、

S
T
A
T
I
O
N 

A
i
が
2
0
2
4
年

10
月
の
開
業
と
同
時
に
ロ
ケ
ッ
ト
ス
タ

ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
、取
組
の
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

主
な
質
問
❸

　
　
　

健
康
寿
命
の
延
伸
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、社
会
全
体
で
支

え
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
。

　

現
在
、本
県
で
は
、生
活
習
慣
や
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
県
民
調
査
を
行
っ
て

お
り
、今
後
は
、こ
の
結
果
も
参
考
に
し

て
、生
涯
を
通
じ
健
康
で
い
き
い
き
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る「
健
康
長
寿
あ
い

ち
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

主
な
質
問
❹

主
な
質
問
❺

警
察
本
部
長

知
事

　
　
　

脱
炭
素
経
営
に
取
り
組
む
こ
と

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減
だ
け
で

な
く
、企
業
の
社
会
的
評
価
の
向
上
や
資

金
調
達
面
で
の
優
位
性
の
確
保
、新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
可
能
性
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

県
と
し
て
は
、脱
炭
素
経
営
の
メ
リ
ッ

ト
や
成
功
事
例
の
紹
介
と
と
も
に
、排
出

量
の
算
定
や
削
減
目
標
の
設
定
な
ど
中

小
企
業
の
脱
炭
素
化
に
必
要
な
支
援
を

行
い
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の

実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
　

金
利
上
昇
に
よ
る
公
債
費
負
担

を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、県
債
残
高
を

抑
制
す
る
こ
と
が
肝
要
。本
県
で
は「
あ

い
ち
行
革
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」に
基
づ

き
、通
常
の
県
債
の
実
質
的
な
残
高
に

つ
い
て
、２
０
１
９
年
度
決
算
の
水
準

を
超
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
維
持
・
抑

制
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、国
内
金
利
が
上
昇
傾
向
に
あ

る
中
、県
債
の
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、市

場
環
境
に
即
し
た
適
正
な
発
行
条
件
に

で
き
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、こ
う
し
た
市
場
環
境
の
変

化
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、金

融
等
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
が
必
要

と
な
る
。こ
の
た
め
、地
域
経
済
の
動
向

や
金
融
情
勢
の
変
動
に
関
す
る
情
報
収

集
に
長
け
た
国
な
ど
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、地
域
経
済
分
析
や

金
融
市
場
に
精
通
し
た
専
門
性
を
有
す

る
人
材
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
。 知

事

知
事

知
事

11Q.Q.

P
R
E
|
S
T
A
T
I
O
N 

A
i

で
は
、こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
成

果
が
得
ら
れ
た
の
か
、ま
た
、そ
の
成
果

を
、S
T
A
T
I
O
N 

A
i
に
ど
う
繋
げ

て
い
か
れ
る
の
か
。

主
な
質
問
❷

22Q.Q.
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現

す
る
た
め
、中
小
企
業
へ
の
支
援
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
。

33Q.Q.

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

44Q.Q.

金
利
上
昇
に
備
え
、県
と
し
て
ど
の

よ
う
に
財
政
運
営
に
取
り
組
ま
れ

る
の
か
。

55Q.Q.

（
12
月
１
日 

本
会
議
）

新
政
あ
い
ち
県
議
団
　
代
表
質
問
か
ら

新
政
あ
い
ち
県
議
団
　
代
表
質
問
か
ら
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